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３ 「主体的に学習に取り組む態度」はこれを見る

本文下線部にもあるよう

に、他の観点との関連性が

強い内容です。したがって、

例えばノートにおける特定

の記述などを取り出して、

他の観点から切り離して

「主体的に学習に取り組む

態度」として評価すること

は適切ではありません。

よって、単元末や学年末

に他の２観点と極端なばら

つきが出た場合においては、

評価方法や授業内容を一度

見直すなどの指導改善を図

る必要があります。

学習評価と授業の振り返り
生徒の学びの自己調整を

見える化する

☆他の観点との関係は？

評価の基本的な考え方
４

「主体的に学習に取り組む態度」の評価においては、単に継続的

な行動や積極的な発言等を行うなど、性格や行動面の傾向を評価す

るのではなく、「知識及び技能」を獲得したり、「思考力，判断力，

表現力等」を身に付けたりするために、自らの学習を調整しながら

学ぼうとしているかどうかという、意思的な側面を評価することが

重要です。

何を評価する？

「自らの学習を調整する」とは、生徒が自らの学習状況を見直し、

目標を達成するために今後何をすべきか考えたり、諦めずに粘り強

く取り組んだりする状況のことです。生徒の、そのような外からは

見えにくい側面を見取るためには、単元の学習の中で、その姿が表

出するような場面を設定することが求められます。単元のはじめに

目標を共有したり、他者との意見交換の機会を設けたり、単元の終

わりに目標の達成状況を確認させたり、過去の自分と比較してどの

ような変化があったかを見つめさせたりして、生徒が自らの学習を

より良いものにするためには何をすべきか、考えさせる機会をもつ

と良いでしょう。

「自らの学習を調整する」とは

「主体的に学習に取り組む態度」の記述に

よる評価を例示しましたが、考えをノート等

に記述することが困難であるなど、配慮が必

要な生徒がいる場合には、記述による評価を

口頭による評価で代替することも考えられま

す。生徒の実態等に応じて適切な評価方法を

選択することが考えられます。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法

振り返りシートの記入時間

は授業内に確保しましょう。

後で提出させると、内容を忘

れてしまったり、提出を忘れ

てしまったり、用紙を紛失し

たりするなど提出しにくくな

ります。

時間の確保が大切

具体的な評価方法としては、振り返りシートやレポート等におけ

る記述、授業中の発言、教員による行動観察を、材料の一つとして

用いることなどが考えられます。その際、生徒の発達の段階や一人

ひとりの個性を十分に考慮しながら、「知識・技能」や「思考・判

断・表現」の観点の状況を踏まえた上で、評価を行う必要がありま

す。

「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法例

「主体的に学習に取り組

む態度」は、生徒の学習へ

の継続的な取組を通して現

れる性質を有することから、

単元（題材）の最後に振り

返りを持つだけでは不十分

です。

右ページの事例にあるよ

うに、学習者である自分の

学習状況を見つめ直す振り

返りができるよう、単元

（題材）計画や教科の特性、

学習スタイルにあわせて授

業者が丁寧に振り返りの活

動を設定しましょう。

☆いつ評価する？

個別支援が

必要な生徒

への対応を

考えよう
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妥当性かつ信頼性のある評価を行うため、適切な場面で評価材料を集めることが大切で

す。評価に追われて適切な指導ができないという状況に陥らないよう、教科内で意見を出

し合い、評価場面を精選しましょう。方法としては、評価のポイントとなる場面で生徒の

状況を記録する、複数の単元をまたがって評価する、パフォーマンステストで評価するな

どが考えられます。ワークシート等から確認できる生徒自身の記述を、教員による記録や

評価と重ね合わせて確認することで、生徒の行動変容や学びの深まる姿を客観的に見取る

ことができます。

多角的・多面的・継続的に評価材料を集めよう

振り返りシートの事例

図１は、「主体的に学習に取り組む態度」を評価する中学校数学（単元「一次関数」）

の事例ですが、高等学校でも参考となります。小単元ごとに振り返りの視点が示されてお

り、振り返りを通して単元目標を達成できるように工夫されています。

態① 一次関数について考えようとしている。
態② 一次関数について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。
態③ 一次関数を活用した問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとしている。

本事例における、単元の評価規準（主体的に学習に取り組む態度）

参考：「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料【中学校数学】」令和２年３月 国立教育政策研究所

振り返りシートの形式が重要なのではなく、各学校の生徒の実態に合わせて、どのよう

に指導し、どのように振り返りをさせることが、単元目標の達成につながり、評価規準に

基づく評価ができるのかを考えることが重要です。

また、「振り返りましょう」という設問では、「○○が楽しかった」等、教員がねらい

とする記述（評価対象となり得る記述）が得られない場合があるので、教科の内容に関わ

る生徒自身の活動について振り返らせるよう、記述してほしい内容がわかるような設問と

するように工夫することが必要です。


